
今
般
、
大
本
山
本
能
寺
様
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
Ⅲ
寺
に
格
護
さ
れ
て
い
る
真
餓
「
私
新
抄
」
（
以
下
本
抄
）
を
は
じ
め
と
す
る
御

聖
数
顛
に
つ
き
、
次
の
如
く
脱
本
の
捌
在
を
行
っ
た
。

一
、
捌
從
Ⅱ
時
令
和
川
年
七
〃
七
Ⅱ
（
木
咄
Ⅱ
）
、
午
削
八
時
～
午
後
近
時

二
、
場
所
大
本
山
本
能
寺
大
宝
殿
蒋
院

三
、
本
山
側
立
合
佐
藤
泰
慎
執
堺
農
、
縢
井
禎
凹
執
邪
等
（
随
時
交
代
）

四
、
調
査
員
株
橋
祐
史
（
法
華
宗
教
学
研
究
所
所
長
）
、
平
島
盛
龍
（
同
副
所
長
）
、
和
田
晃
尚
（
同
文
化
部
主
任
）
、
株
橋
隆
真

（
同
仏
教
学
部
主
任
）
、
三
浦
和
浩
（
同
所
員
）
、
小
西
顕
龍
（
同
所
員
・
撮
影
担
当
）
、
大
平
寛
髄
（
同
所
ｇ
、
米
澤
立
晋

（
同
研
究
員
）
、
松
井
孝
翔
（
同
研
究
生
候
補
・
撮
影
担
当
）

五
、
調
査
対
象

桂
林
学
賎
鋪
弐
十
莞
り
令
祁
Ⅲ
年

は
じ
め
に

『
私
新
抄
」
（
真
蹟
）
に
関
す
る
覚
書

①
『
私
新
抄
』
（
真
踊
）

平
島
盛
龍

－‘17－



－
１
－

こ
の
た
び
捌
在
対
象
と
な
っ
た
御
聖
教
額
の
排
維
的
聯
梢
に
つ
い
て
は
す
で
に
『
本
能
寺
文
排
・
什
宝
等
Ⅱ
録
」
を
は
じ
め
株
僑

一
の
“
一

一
①
Ｊ
〕

締
秀
「
Ｈ
隙
咽
人
敬
学
の
序
挽
」
や
大
平
宏
剛
「
本
能
寺
格
捜
の
御
聖
敬
顛
に
つ
い
て
」
等
に
緋
細
な
栩
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ

ニ
ー
マ

と
に
本
抄
の
辨
磁
お
よ
び
成
立
の
耶
燗
に
Ⅲ
し
て
は
大
平
宏
髄
弓
私
新
抄
」
新
考
」
に
緋
細
な
巻
察
と
卓
抜
な
新
知
見
が
述
べ
ら

れ
て
い
る
。
本
概
は
、
そ
れ
ら
の
先
行
研
究
と
こ
の
た
び
の
澗
従
を
ふ
ま
え
て
、
『
私
新
抄
』
（
典
脳
）
に
関
し
新
た
に
知
り
得
た
い

く
つ
か
の
事
実
と
、
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
た
こ
と
の
一
端
を
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
。

六
、
作
業
内
容

「
私
新
抄
』
（
真
賦
）
に
関
す
る
覚
普
（
平
島
盛
龍
）

①
写
真
撮
影

②
装
丁
、
消
去
文
字
（
見
せ
消
ち
）
、
紙
背
文
番
等
の
確
認

③
状
態
の
確
認

④
「
玄
獲
難
字
抄
」
（
典
峨
）

⑤
『
文
句
要
文
一
上
・
下
（
典
峨
）

⑥
「
強
仁
上
人
御
返
邪
（
写
逗
（
真
餓
）

⑦
「
御
聖
教
目
録
」
（
日
仁
、
当
時
各
役
者
錐
）

④
そ
の
他

③②
弓一

四他
簡宝
I 1抄
決一
一へ

へ典
典賊
餓 、~〃

－48－
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言
動
一

さ
て
、
本
抄
の
件
縫
に
つ
い
て
、
「
本
能
寺
文
神
・
什
宝
等
目
録
』
に
よ
れ
ば
、

Ｈ
隆
自
柚
本
「
私
新
抄
」
一
四
冊

法
壯
二
九
・
六
×
一
三
・
九
ｍ

と
あ
る
。
す
な
わ
ち
本
抄
の
装
丁
は
冊
子
本
で
あ
り
、
第
六
帖
が
上
下
二
冊
に
分
冊
さ
れ
て
い
る
た
め
全
十
凹
冊
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
た
び
の
捌
在
で
は
十
四
冊
す
べ
て
の
法
撒
を
緋
測
し
た
と
こ
ろ
、
将
記
す
る
ほ
ど
で
は
な
い
も
の
の
、
各
帖
に
お
い
て
滞
干
の

差
異
が
確
認
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で
に
報
告
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
興
味
深
い
邪
柄
と
し
て
、
い
く
つ
か
の
帖
で
、
Ⅱ
次
が
神
か

（
６
〉

れ
た
料
紙
の
右
端
中
程
に
や
や
小
さ
な
文
字
で
「
兇
」
の
文
字
の
書
込
が
確
認
さ
れ
た
。
あ
る
い
は
こ
れ
は
、
本
抄
の
杵
名
と
し
て

一
一
Ｊ
）

当
初
検
討
さ
れ
て
い
た
と
さ
れ
る
「
見
聞
新
抄
」
と
の
関
連
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
後
考
を
俟
ち
た
い
。

そ
こ
で
本
稿
が
特
に
留
意
し
た
い
点
は
、
現
存
の
其
賊
に
は
修
復
の
跡
が
確
認
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
も
と
の
冊
子

を
ば
ら
し
て
料
紙
を
裏
打
ち
し
、
天
地
を
残
し
て
製
本
し
直
し
て
い
る
様
子
が
見
て
と
れ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
の
修
復
が
い
つ

（
８
）

な
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
の
か
を
伝
え
る
識
語
や
箱
書
き
等
は
ど
こ
に
も
確
認
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
『
本
能
寺
文
書
・
什
宝

等
目
録
」
に
も
関
連
事
項
の
記
栽
は
見
ら
れ
な
い
。
な
お
、
各
帖
の
表
紙
に
は
「
本
能
寺
什
宝
」
の
ラ
ベ
ル
が
貼
ら
れ
て
お
り
、

「
昭
和
巧
年
８
月
鋤
日
」
の
日
付
が
見
え
る
が
、
こ
れ
は
当
時
の
恵
昇
院
住
職
桃
井
観
城
師
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
宝
物
調
査
の
日
を

（
９
－

記
し
た
も
の
、
よ
う
で
あ
り
、
修
復
は
そ
れ
以
前
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

か
く
し
て
、
修
復
の
時
期
に
関
し
て
管
見
に
係
る
唯
一
の
手
懸
り
は
、
次
に
あ
げ
る
本
能
寺
第
四
十
世
日
仁
師
二
六
七
五
～
一

七
川
九
）
が
享
保
九
年
二
七
二
四
）
に
番
き
残
し
た
『
御
聖
教
目
録
」
（
以
下
「
日
違
）
で
あ
る
。

「
私
折
抄
」
（
典
餓
）
に
側
す
る
箆
神
（
平
烏
盛
鮒
）

｜
、
本
抄
の
修
復
に
つ
い
て

一‘19－



右
の
内
容
は
御
聖
教
修
復
に
直
接
言
及
す
る
も
の
で
は
な
い
が
、
本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
に
は
宝
物
安
全
の
為
に
「
奥
書
を
致

し
寺
印
を
加
え
」
た
と
あ
る
。
そ
こ
で
本
抄
の
各
帖
末
尾
を
見
る
と
、

「
私
新
抄
」
（
真
餓
）
に
関
す
る
覚
書
（
平
島
盛
伽
）

本
能
寺
剛

六享
j1保
吉九
祥↓llll
H蝋

為
↓
・
後
代
寺
院
宝
物

安
全
不
し
顧
二
遠
眼

遂
相
談
・
調
目
録

致
奥
杏
加
・
寺
印

納
悩
背
也

当
時
各

Ⅱ
仁
花
押

役
者
⑳

－副)－



と
あ
っ
て
、
た
し
か
に
本
文
と
は
別
の
料
紙
に
「
本
能
寺
常
住
」
い
う
奥
書
と
栗
の
形
を
し
た
本
能
寺
の
印
が
確
認
き
れ
る
。
留
意

し
た
い
の
は
、
『
目
録
」
と
本
抄
の
奥
書
に
見
え
る
「
本
能
寺
」
の
文
字
が
極
め
て
似
た
筆
跡
と
な
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
り
、
同
一

人
物
の
筆
で
あ
る
こ
と
は
一
目
瞭
然
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
他
の
御
聖
教
類
に
も
本
抄
と
同
様
の
体
裁
で
修
復
が
施
さ
れ
て
お
り
、

同
簸
で
奥
書
に
「
本
能
寺
常
住
」
と
あ
り
寺
印
が
押
さ
れ
て
い
る
。
し
か
も
こ
れ
ら
の
御
聖
教
類
を
精
察
し
て
注
意
さ
れ
る
こ
と
は
、

（
叩
）

奥
書
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
と
裏
打
ち
な
ど
に
使
用
さ
れ
て
い
る
紙
が
同
じ
紙
質
の
よ
う
に
見
う
け
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
点
、

厳
密
に
は
専
門
家
に
よ
る
調
査
が
必
要
で
あ
る
が
、
も
し
そ
の
見
立
て
に
間
違
い
が
な
い
と
す
る
な
ら
ば
、
今
回
調
査
対
象
と
な
っ

た
本
抄
を
は
じ
め
と
す
る
御
聖
教
類
の
修
復
は
、
「
目
録
』
が
作
ら
れ
た
享
保
九
年
頃
に
、
日
仁
師
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
可
能
性
が

（
Ⅲ
》

（
吃
）

高
い
と
い
う
こ
と
に
な
ろ
う
。
蓋
し
、
本
興
寺
第
二
十
八
世
日
顕
師
二
六
三
二
～
一
六
九
二
の
場
合
が
そ
う
で
あ
っ
た
よ
う
に
、

そ
も
そ
も
目
録
を
作
る
と
い
う
行
為
自
体
が
御
聖
教
類
に
対
す
る
関
心
の
高
さ
を
物
語
っ
て
い
る
の
で
あ
り
、
日
顕
師
と
同
様
に
日

仁
師
も
、
御
聖
教
の
傷
み
を
憂
慮
し
寺
宝
を
後
世
に
伝
え
る
べ
く
修
復
を
行
っ
た
と
考
え
る
こ
と
に
無
理
は
な
か
ろ
う
。
し
か
し
な

（
脇
）

が
ら
、
日
顕
師
の
場
合
と
は
違
い
、
『
阿
山
歴
譜
」
に
Ｈ
仁
師
に
よ
る
御
聖
教
修
復
の
記
録
は
確
認
さ
れ
な
い
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、

修
復
邪
業
の
規
模
の
違
い
に
拠
る
も
の
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
本
稿
が
そ
の
修
復
時
期
に
拘
る
の
か
と
い
う
と
、
実
は
こ
の
た
び
の
調
査
に
よ
っ
て
現
存
の
其
蹴
に
は
錯
簡
が

確
認
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
状
況
が
当
初
か
ら
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
後
述
の
如
く
、
阿
山
第
十
二
世
日
承
師
（
一
五
○
一
～

一
五
七
九
）
の
写
本
（
以
下
、
堆
師
本
）
と
対
照
す
る
こ
と
で
明
ら
か
と
な
る
。
お
そ
ら
く
は
、
あ
る
時
期
に
真
餓
原
本
の
補
修
が
な

さ
れ
て
以
降
、
皮
肉
に
も
本
抄
が
門
外
不
出
の
寺
宝
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
人
目
に
触
れ
る
機
会
も
少
な
く
、
正
し
く
製
本
し
直
さ
れ

「
秘
断
抄
」
（
典
賊
）
に
側
す
る
覚
脊
（
平
烏
盛
刷
）

奉
懲
寺
＃
久
鬮

1

0

（
第
五
帖
末
尾
の
奥
書
と
寺
印
）
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岡
川
の
側
首
と
い
う
旗
師
の
立
場
や
奥
瞥
の
内
容
か
ら
し
て
‐
典
賊
原
本
そ
の
も
の
を
拝
写
さ
れ
た
こ
と
に
相
述
な
く
、
そ
の
恵
味

こ
れ
に
よ
る
と
、
も
と
も
と
本
抄
は
本
卿
寺
の
宝
物
で
あ
っ
た
が
、
承
師
の
砒
前
統
任
以
前
に
本
能
寺
へ
移
さ
れ
、
そ
の
ま
ま
と

（
Ⅱ
｝

な
っ
た
の
で
旗
帥
み
ず
か
ら
本
抄
を
賑
写
し
判
形
を
加
え
て
本
卿
寺
に
納
め
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
次
に
あ
げ
る
奥
神

に
よ
る
と
、
氷
師
は
天
文
十
蕊
年
二
兀
凹
Ⅲ
）
に
本
抄
の
典
餓
を
極
写
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

此
抄
以
隆
帥
御
峨
案
御
血
飛
器
砿
写
之

な
い
ま
ま
今
日
に
至
っ
た
も
の
と
推
察
さ
れ
る
。
本
稿
は
そ
う
し
た
錯
簡
の
あ
り
さ
ま
を
中
心
に
報
告
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ

に
先
立
ち
、
判
明
の
決
め
手
と
な
っ
た
承
師
本
に
つ
い
て
少
し
く
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

さ
て
、
旗
帥
本
の
第
十
三
帖
末
尾
に
は
次
の
如
く
、
他
韮
で
承
師
本
の
由
来
が
識
さ
れ
て
る
。

此
私
新
抄
本
卿
寺
什
物
也
開
雌
上
人
御
典
雅
〃
私
新
抄
ハ
本
能
寺
二
有
之
珊
先
代
両
寺
批
首
一
人
；
各
年
持
之
時
節
京
へ
御
持
参
被

成
跡
一
残
り
至
霧
今
成
二
布
之
此
後
本
能
寺
日
承
御
代
二
寺
佃
衆
へ
砿
師
御
叩
候
者
足
恥
本
興
寺
宝
物
一
而
有
之
尼
崎
へ
返
弁
可
打
之
旨

再
三
御
叩
候
へ
卜
恐
が
佃
承
引
無
之
故
依
之
娘
師
御
飛
二
而
御
判
形
被
遊
此
私
新
抄
一
部
従
承
師
開
山
典
兼
枠
二
御
越
被
成
本
卿
寺

併
打
法
命
机
統
志
而
巳

什
物
一
納
慨
山

天
文
十
三
年
械
月
十
六
Ⅱ

二
、
承
師
本
に
つ
い
て

「
私
新
抄
」
（
真
蹟
）
に
間
す
る
覚
書
（
平
島
盛
髄
）

日
承
花
押

－52－



で
承
師
本
は
本
抄
の
原
形
を
今
に
伝
え
る
希
翻
本
の
一
つ
と
い
え
よ
う
。

そ
の
内
容
は
き
わ
め
て
正
確
に
典
蹴
を
転
写
す
る
も
の
で
あ
り
、
例
え
ば
降
師
の
特
徴
的
な
表
記
の
仕
方
と
し
て
、
「
弥
陀
」
を

「
ミ
タ
」
、
「
際
唾
」
を
「
サ
ダ
」
、
「
弥
勒
」
を
漢
数
字
で
「
三
六
」
と
沸
く
な
ど
簡
便
な
表
紀
を
多
川
さ
れ
る
の
で
あ
る
が
、
承
師

－

５

｜

は
こ
う
し
た
と
こ
ろ
も
脈
本
に
忠
実
に
幟
写
し
て
い
る
。
こ
の
点
、
典
餓
と
対
蝋
し
て
多
く
の
撰
り
が
確
遡
さ
れ
る
『
Ⅱ
辿
宗
宗
準

一
脇
一

余
件
」
（
以
下
、
累
企
本
）
で
は
、
こ
れ
ら
が
す
べ
て
漢
字
表
紀
と
な
っ
て
い
る
。
さ
ら
に
細
か
く
見
れ
ば
、
た
と
え
ば
一
枚
の

二
而
一

料
紙
に
漢
字
の
「
犠
士
」
と
カ
タ
カ
ナ
を
ま
じ
え
て
「
ヱ
土
」
と
神
く
阿
嫌
の
炎
妃
が
あ
る
珊
介
、
旗
帥
は
こ
れ
を
も
正
確
に
転
堺

ま
た
次
の
邪
例
に
明
ら
か
な
よ
う
に
、
一
仏
二
名
義
に
関
す
る
笥
及
に
お
い
て
、
強
捌
の
線
を
引
い
た
上
で
、
こ
の
法
義
が
口
伝

で
あ
る
こ
と
や
そ
れ
が
「
大
川
抄
」
二
曲
谷
入
近
殿
許
御
許
」
）
の
意
趣
で
あ
る
こ
と
な
ど
、
承
師
本
で
は
こ
れ
ら
の
爪
要
な
傭
報
を

正
確
に
伝
え
て
い
る
の
に
対
し
、
『
宗
全
」
本
に
は
こ
う
し
た
書
き
込
み
が
見
ら
れ
な
い
。

し
て
い
る
の
で
あ
る
。

・
真
蹴
（
第
一
帖
第
八
紙
）

・
承
師
本

Ｉ

此
為
娑
婆
世
界
ノ
衆
生
ゾ
教
主
釈
尊
恥
主
師
親
三
徳
有
縁
ノ
本
仏
也
一
切
衆
生
成
下
種
時
ハ
地
涌
菩
薩
卜
顕
成
得
脱
一
時
ハ
釈
尊
卜

「
宗
全
』
本
（
六
頁
）

此
ｊ
為
普
一
兆
娑
婆
世
界
〃
衆
生
シ
教
主
釈
尊
ハ
主
師
親
三
徳
有
縁
之
本
仏
也
、
一
切
衆
生
成
篭
下
種
勾
時
ハ
地
油
ノ
欝
薩
卜
瀕
し
、
成
腎

一
不
給
ヘ
リ

一
不
給
ヘ
リ

Ｉ

此
為
娑
婆
世
界
ノ
衆
生
ゾ
教
主
釈
尊
ハ
主
師
親
三
徳
有
縁
ノ
本
仏
也
一
切
衆
生
成
下
種
・
時
ハ
地
涌
菩
薩
卜
顕
成
得
脱
一
時
ハ
釈
尊
＄

「
胤
断
抄
」
（
典
輪
）
に
側
す
る
党
沸
（
平
烏
盛
肌
）
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高
祖
云
、
釈
迦
仏
ハ
我
等
力
為
ニ
ハ
主
也
親
也
師
也
一
人
シ
テ
救
護
ス
ト
説
玉
ヘ
リ

（
灼
一

お
そ
ら
く
こ
れ
は
、
底
本
と
し
た
複
数
の
写
本
に
御
書
名
の
注
記
が
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因
と
考
え
ら
れ
る
。
「
宗
全
』
本
に
は
、

真
蹴
原
本
の
注
記
が
そ
の
通
り
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
々
確
認
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
大
平
宏
龍
「
日
隆
聖
人
御

（
釦
｝

聖
教
所
引
御
書
索
引
」
に
よ
る
と
こ
ろ
、
「
主
師
親
御
書
」
の
引
用
は
本
抄
を
は
じ
め
他
の
御
聖
教
に
も
確
認
さ
れ
て
い
な
い
よ
う

で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
御
聖
教
へ
の
引
用
御
書
数
が
当
初
二
二
書
で
あ
っ
た
も
の
が
そ
の
後
の
調
査
に
よ
り
現
在
で
は
一
二
二
書

（
割
）

確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
あ
る
い
は
追
加
分
の
中
に
含
ま
れ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
。

（
卿
一
）

い
ず
れ
に
し
て
も
、
右
に
あ
げ
た
事
例
は
ほ
ん
の
一
部
を
紹
介
し
た
に
す
ぎ
ず
、
承
師
本
と
『
宗
全
」
本
が
底
本
と
し
た
写
本
と

の
糀
艇
の
述
い
は
、
本
抄
の
全
体
に
豆
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
粘
度
の
高
い
承
師
本
と
対
照
す
る
と

高 得
脱
切
時
ハ
釈
尊
ト
示
シ
玉
ヘ
リ
、

さ
ら
に
は
次
の
邪
例
の
よ
う
に
、
立

神
い
た
横
に
や
や
小
さ
な
文
字
で
「
釈

ら
に
は
次
の
邪
例
の
よ
う
に
、
真

が
、
承
師
ふ

て
い
な
い
。

・
承
師
本

・
典
賊
（
第
一
帖
鋪
六
紙
）

佃
体
ｒ
、
健
扮

尚
柧
云
釈
迦
仏
我
搾
翁
為
員
主
也
親
也
師
山
一
人
ン
捗
救
渡
卜
脱
総
へ
り

一、
祖宗
云金
、 ■

帆
⑰
↓
」
一
は
妙

商
祖
云
釈
迦
仏
我
等
鐡
為
員
主
也
親
也
師
也
一
人
ン
需
救
謹
卜
税
輪
へ
り

峨
の
第
一
帖
第
六
紙
に
は
御
許
を
引
用
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
そ
こ
に
は
「
高
祖
云
」
と

（
鵬
）

た
横
に
や
や
小
さ
な
文
字
で
「
釈
尊
三
徳
抄
」
と
注
記
が
見
ら
れ
る
。
即
ち
定
本
符
号
三
の
『
主
師
親
御
幣
」
の
こ
と
で
あ
る

承
師
本
は
そ
の
様
子
を
祇
確
に
写
し
取
っ
て
い
る
。
他
方
、
「
宗
全
」
本
は
そ
の
本
文
だ
け
を
引
い
て
お
り
御
杏
潴
は
記
さ
れ

「
私
新
抄
」
（
真
蹟
）
に
関
す
る
覚
番
（
平
島
盛
龍
）

本
（
四
頁
）
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き
、
現
存
典
餓
の
錨
耐
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
先
に
挙
げ
た
承
師
本
の
奥
書
か
ら
う
か
が
え
る
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
本
抄
の
典
蹴
原
本
が
消
誹
以
前
の
草
案
で
あ
る
こ
と

（
麺
》

は
す
で
に
承
師
が
指
摘
し
、
ま
た
大
平
宏
剛
先
生
が
か
つ
て
問
題
視
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
そ
の
様
子
は
原
本
の
い
た
る
と
こ

ろ
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
中
の
一
つ
に
、
文
章
が
途
中
で
抜
け
落
ち
て
い
る
と
こ
ろ
即
ち
脱
文
の
存

一
割
）

在
が
あ
り
、
管
見
で
は
全
部
で
五
箇
所
を
数
え
る
。
例
え
ば
、
第
二
帖
第
二
十
七
紙
に
「
五
亜
玄
義
」
を
論
じ
て
い
る
が
、
そ
こ
で

前
四
恥
所
判
教
必
能
判
也
能
判
一
正
有
之
一
初
根
性
融
不
融
〃
以
教
相
一
諭
二
爾
前
法
花
名
体
宗
用
到
爾
前
不
融
名
体
等
ハ
八
教
所
摂
今

経
円
融
名
体
等
姪
超
八
醍
醐
名
体
緋
也
第
二
化
道
始
終
シ
以
ず
（
乖
者
注
、
以
下
脱
文
）

と
あ
る
如
く
そ
の
末
足
が
脱
文
と
な
っ
て
お
り
、
本
来
あ
る
べ
き
第
二
・
第
三
数
相
に
側
す
る
前
及
が
抜
け
藩
ち
て
い
る
。
ま
た
次

の
恥
例
も
何
撒
、
第
二
帖
難
一
十
八
紙
に
「
棚
照
孜
州
聯
」
を
儲
じ
て
い
る
が
、
そ
の
末
雌
が
「
体
嫉
川
ノ
」
を
兇
せ
洲
ち
と
し
た

の
恥
例
も
何
撒
、
第
二
帖
第
二
十
銀

はま
ま
以
下
が
脱
文
と
な
っ
て
い
る
。

体
昨
常
住
二
；
典
爽
也
体
恥
盆
一
紐
ハ
枠
卜
筵
実
州
ハ
Ⅲ
考
也
宗
川
ハ
師
弟
能
所
ず
し
恥
二
世
転
反
シ
診
替
し
り
如
此
五
亜
玄
ノ
相
ワ
可
紳
意
肴

也
サ
テ
名
ハ
惣
ナ
レ
ハ
体
宗
用
ノ
（
筆
者
注
、
以
下
脱
文
）

苓
苛
号
噂

（
霊
｝

こ
れ
ら
の
脱
文
に
つ
い
て
は
承
師
本
も
正
確
に
そ
の
様
子
を
写
し
て
お
り
、
ま
た
『
宗
全
」
本
も
各
頭
注
に
「
原
本
有
脱
文
」
と

一
謡

言

注
記
し
て
い
る
。
つ
ま
り
こ
れ
は
、
当
該
の
箇
所
が
推
敲
の
途
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
本
抄
が
草
稿
の
段
階

三
、
本
抄
に
見
る
脱
文
と
錯
簡

『
樫
新
抄
』
（
真
蹟
）
に
関
す
る
覚
書
（
平
烏
盛
剛
）

f■ｰ
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本
門
Ⅲ
猟
／
時
十
界
依
服
ノ
当
体
久
辿
ニ
シ
テ
悪
人
女
人
二
乗
剛
提
モ
悉
無
作
三
身
ノ
成
道
ヲ
咄
へ
此
時
十
界
併
成
モ
猟
し
州
仏

慾
薩
庇
衆
生
ノ
願
モ
成
就
ス
ル
也
、
化
一
切
衆
生
併
令
入
仏
道
足
也
皐
窒

一
体
、
典
蹴
原
本
に
は
な
い
同
様
の
文
瀬
が
成
立
年
聯
の
覗
愉
を
異
に
す
る
複
数
の
写
本
に
確
認
さ
れ
る
と
い
う
こ
の
邪
象
を
い

か
よ
う
に
解
釈
す
れ
ば
良
い
の
か
。
こ
の
場
合
、
典
餓
原
本
の
方
に
な
ん
ら
か
の
問
題
が
存
す
る
可
能
性
が
商
い
訳
で
そ
の
際
、
考

え
ら
れ
る
こ
と
は
お
よ
そ
次
の
二
つ
で
あ
ろ
う
．
即
ち
一
つ
は
、
写
本
が
作
ら
れ
て
以
降
に
真
賊
原
本
が
補
修
さ
れ
、
製
本
の
際
に

誤
っ
て
続
き
の
一
葉
が
抜
け
落
ち
て
し
ま
っ
た
。
二
つ
目
の
可
能
性
は
、
同
様
の
経
緯
で
原
本
が
修
復
さ
れ
た
と
き
に
誤
っ
て
述
う

と
こ
ろ
に
綴
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
。
こ
の
ど
ち
ら
か
で
あ
ろ
う
。
前
者
の
脱
簡
に
つ
い
て
は
現
存
の
真
蹟
か
ら
は
確
認
の
仕
様
が
な

こ
れ
は
、
典
餓
の
鋪
十
一
帖
雌
末
足
の
あ
り
さ
ま
で
あ
る
。
一
見
し
、
当
初
は
前
述
の
邪
例
と
同
様
こ
れ
も
蛾
案
故
の
脱
文
か
と
考

え
た
の
で
あ
る
が
し
か
し
、
承
師
本
の
当
該
箇
所
を
見
る
と
次
の
如
く
、
脱
文
は
見
ら
れ
ず
文
章
が
完
結
し
て
い
る
。
ま
た
こ
の
箇

所
に
つ
い
て
は
「
宗
全
』
本
に
も
承
師
本
と
同
様
の
文
章
が
沸
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

に
あ
っ
た
こ
と
を
製
付
け
る
証
左
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

こ
の
よ
う
に
本
抄
に
は
い
く
つ
か
の
脱
文
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
踏
ま
え
る
と
き
、
次
の
状
況
が
注
意
さ
れ
る
。

本
門
開
顕
ノ
意
娠
時
十
界
依
正
当
体
久
違
う
テ
悪
人
女
人
二
乗
閑
提
悉
悉
無
作
三
身
〃
成
道
ワ
唱
へ
此
時
十
界
皆
（
縦
者
注
、
以
下
脱
文

狸
、
ど

・
炊
師
本

生
ノ
馴
匹
成
純
ｘ
峰
山
化
一
切

『
ボ
余
』
本
言
川
バ
ロ
）

本
川
捌
猟
／
時
十
界
依
服
当
体
久
速
二
；
悠
人
女
人
二
来
剛
提
麺
悉
無
作
三
身
〃
成
近
靭
咄
へ
此
時
十
界
併
成
睡
顕
術
仏
鮮
隙
〃
度
衆

生
ノ
馴
匹
成
純
ｘ
感
也
化
一
切
衆
生
併
令
人
仏
近
雌
也

か
…

「
秘
新
抄
」
（
真
賦
）
に
関
す
る
覚
杏
（
平
島
盛
馳
）
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い
が
、
後
箭
の
鮒
簡
に
関
し
て
は
全
体
を
兇
る
こ
と
で
叫
否
の
確
忍
が
可
能
で
あ
る
。
そ
こ
で
あ
ら
た
め
て
典
賊
全
体
を
淵
在
し
た

と
こ
ろ
、
本
来
第
十
一
帖
の
末
足
に
続
く
べ
き
「
成
懸
顕
柵
仏
鮮
隙
〃
庇
衆
生
ノ
馴
羅
成
就
典
鯵
也
化
一
切
搬
生
併
令
入
仏
適
雌
也
」
の
部

分
が
、
第
十
二
帖
の
末
尼
に
確
泌
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
無
論
こ
れ
は
他
の
文
噸
に
続
け
て
沸
か
れ
た
も
の
で
は
な
く
、
一
枚
の
料
紙

に
こ
の
一
行
だ
け
が
神
か
れ
た
状
態
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
補
修
の
際
、
裏
打
ち
を
し
た
行
紙
を
一
冊
に
綴
じ
る
段
階
で
、
十
分
な
確

認
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま
述
う
と
こ
ろ
に
製
本
さ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
う
し
た
錯
簡
は
、
実
は
別
の
と
こ
ろ
に
も
二
箇
所
確
認
さ
れ
る
。
そ
の
一
つ
は
次
に
挙
げ
る
館
五
帖
の
冒
頭
部
分
で
あ
り
、
か

（
訂
｝

っ
て
大
平
宏
龍
先
生
が
「
こ
の
状
況
に
つ
い
て
は
直
ち
に
原
本
が
再
調
査
で
き
な
い
故
に
、
将
来
を
期
し
た
い
」
と
注
記
さ
れ
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
、
左
記
資
料
の
実
線
は
真
蹟
原
本
で
別
紙
と
な
る
場
合
を
示
し
、
表
裏
の
違
い
は
破
線
で
示
し
た
。
ま
た
、
文

字
の
大
き
さ
の
違
い
は
原
本
の
大
凡
の
様
子
を
表
し
て
い
る
。

本
地
久
成
〃
教
主
釈
隙
口
咄
〃
事
行
南
無
妙
経
ヲ
在
世
滅
後
／
一
切
衆
生
二
顕
露
二
勧
総
是
覗
行

ぞ
ぞ

０
０
０
９
０
１
Ｉ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
ｌ
ｌ
０
１
９
１
１
０
０
Ｄ
Ｏ
Ｏ
０
０
０
９
０
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
６
９
０
０
０
１
０
０
０
０
０
０
０
９
０
１
１
１
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
１
０
０
０
０
９
０
０
０
０
１
ｆ
ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
９
６
６
０
６
１
０
１
８
９
０
０
０
０
０
１
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１

南
無
妙
法
蓮
花
経
是
也
§
次
ｒ
（
同
ゥ
）

水
門
三
ケ
大
躯

一
本
門
本
嫌
二
本
門
成
墹
皇
叩
行
妙
法
迩
花
経

川
伝
蕊
水
門
本
瞭
荷
本
門
埒
朏
舳
附
無
妙
法
辿
花
維
処
也
本
門
成
埴
粁
宝
塔
品
巳

下
雌
空
会
粁
本
地
久
遠
／
同
士
妙
ワ
猟
ゼ
リ
雌
戒
墹
也
此
側
二
ン
ァ
久
遠
釈
騨
多
宝
大
Ｈ
ミ
タ

「
私
新
抄
」
（
真
餓
）
に
関
す
る
覚
杏
（
平
島
盛
龍
）

へ

tl!

略

一
巽
一

（
第
一
紙
ヲ
）
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Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
９
９
９
０
０
０
９
ｏ
１
１
０
０
０
６
１
１
１
１
ｌ
ｌ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｏ
４
０
０
９
０
０
９
ｐ
９
９
８
６
Ｏ
ｏ
６
０
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
０
０
０
８
０
ｐ
９
９
Ｄ
Ｄ
０
０
０
０
り
０
０
９
０
１
１
１
１
１
１
１
１
１
１
０
ｊ
Ｏ
Ｉ
１
０
０
■
０
０
６
０
０
６
ｊ
ｌ
Ｏ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
ｌ
１
０
０
０
０

十
界
当
体
本
尊
＃
邪

口
伝
云
本
門
本
瞭
蕃
南
無
妙
経
妙
法
‐
蒋
五
亜
玄
々
々
々
者
摂
万
法
三
冊
十
方
仏
禅
薩
一
切
衆
生
依
正
刀
法
↓
」

や
や

依
正
／
刀
法
雌
広
不
過
十
界
三
千
／
依
正
一
ハ
如
此
刀
法
惣
名
ノ
首
題
二
川
術
シ
炉
十
界
悉
本
地
ノ
本
蝋

本
尊
事

三
ヶ
大
事
十
界
当
体
本
尊
事
於
本
尊
具
能
開
所
開
事

於
本
尊
具
本
通
事
本
尊
具
十
界
一
事
五
重
玄
題
目
事

円
宗
本
尊
一
体
三
法
事
約
三
世
一
議
本
尊
一
事
付
本
尊
分
別
待
絶
一
事

開
通
顕
本
時
本
尊
行
者
一
体
事
本
尊
利
生
亘
三
世
一
耶
正
像
末
本
尊
実
体
各
別
二
有
之
一
耶

於
本
尊
茜
能
開
所
開
｜
耶

見
聞
新
抄
五

不
動
愛
染
梵
字
覗

快
獺
、
伽
也

妙
法
〃
荷
迦
ワ
本
蝋
卜
；
本
■
側
受
法
楽
シ
総
ヘ
リ
十
界
依
正
■
線
筒
柵
厳
定
ノ
■
■
■
■
妙
法
迦

や
ミ

ミ
ミ

ャ
ミ
ミ
ミ
や
や
や

経
ノ
本
蝋
体
内
皇
シ
識
■
リ
■
之
藤
悪
凡
聖
菩
隙
仏
一
切
不
出
法
性
正
脂
爽
机
以
為

エ
、
庁
工
、
ヱ
、
典
、
詞
、
ｆ
ｆ
ｆ
典
、
を
動
、
鼻
、

旺
体
卜
判
餓
此
愈
＃
へ
シ
■
■
本
尊
爾
煎
迩
門
皇
不
説
之
・
■
然
二
廃
迩

ミ
ミ
ミ
ミ
ヤ
や
ぐ
ぐ
ぐ
ぐ
き
ぐ
ぐ
ぐ

「
私
新
抄
」
（
真
蹟
）
に
関
す
る
覚
卉
（
平
烏
盛
龍
）

へ

II!

略
一

（
第
二
紙
ヲ
）

へ

ijl

ウ
ー
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大
平
先
生
の
言
わ
れ
る
「
こ
の
状
況
」
と
は
右
の
如
く
、
他
の
す
べ
て
の
帖
で
は
目
次
の
後
に
本
文
が
書
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
、

第
五
帖
に
限
っ
て
は
い
き
な
り
弗
一
紙
に
本
文
が
樅
か
れ
、
そ
れ
に
続
け
て
第
二
紙
目
に
目
次
が
樅
か
れ
て
い
る
状
況
を
い
う
。
し

か
も
、
鋪
二
紙
の
Ｈ
次
を
川
に
挟
ん
で
、
鯆
一
紙
と
第
三
紙
の
文
瀬
は
述
統
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
い
か
に
本
抄
が
蝋
柚
で
あ
っ
た

と
は
い
え
、
こ
の
状
況
は
あ
ま
り
に
も
不
脚
然
で
述
和
感
を
お
ぼ
え
ざ
る
を
得
な
い
。

一
湧
菅

は
た
し
て
こ
れ
が
本
抄
執
兼
当
初
か
ら
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
。
こ
の
点
、
索
引
の
便
を
考
慰
し
十
三
帖
分
の
目
次
を
一
括
し
た

「
宗
全
』
本
か
ら
は
原
形
を
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
こ
で
承
師
本
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
次
の
如
く
、
他
の
帖
と
何
様
に
第

五
帖
に
関
し
て
も
は
じ
め
に
目
次
を
置
き
、
そ
れ
に
続
け
て
本
文
が
番
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

顕
小
本
今
経
ノ
が
最
品
二
現
前
ン
総
へ
り
是
■
此
本
尊
恥
乃
至
八
品
現
前
ン
鮒
ヘ
リ
如
此
一

評
、
エ
、
ぞ
ぐ
ｆ
ヤ
ヱ
、
シ
、
動
、
ヱ
、
翼
、
ｔ

本
尊
小
爾
前
迩
門
分
絶
ァ
今
継
本
門
二
顕
繍
ヘ
リ

（
後
略
）

※
鋪
二
紙
ウ
は
喪
打
ち
の
紙
の
み
（
飛
将
注
）

見
聞
新
抄
五

･l･本
界門
当三
体ケ
本大
藤11
ﾘ

「
私
斬
抄
」
（
真
賦
）
に
関
す
る
髄
諜
（
平
烏
盛
剛
）

（
鋪
三
紙
ヲ
）

（
釦
）

（
第
一
紙
ヲ
）

一鋤一



本
門
三
ケ
大
事

一
本
門
本
尊
二
本
門
戒
壇
三
事
行
妙
法
蓮
花
経

口
伝
云
本
門
本
尊
者
本
門
寿
最
品
南
無
妙
法
蓮
花
経
是
也

本
門
戒
壇
者
宝
塔
品
已
下
虚
空
会
者
本
地
久
遠
ノ
国
土

日
日
■
■
８
■
９
６
０
０
６
１
１
１
１
１
４
０
０
９
８
８
日
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
日
■
■
■
■
０
８
８
Ｂ
Ｂ
Ｂ
ｂ
Ｄ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
Ｏ
ｌ
ｌ
Ｏ
Ｉ
Ｏ
８
８
日
日
■
■
■
■
ｂ
８
ｐ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
ｌ
４
１
４
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
０
８
０
０
１
１
１
０
０
０
０
８
０
８
８

開
通
顕
本
時
本
聴
与
行
者
一
体
事
（
同
ウ
）

於
本
聴
講
能
間
所
間
一
耶

不
動
愛
染
梵
字
事

正
像
末
本
尊
実
体
各
別
二
有
之
耶

本
尊
利
生
亘
三
世
一
可
云
耶

付
本
蝋
分
別
待
絶
二
妙
一
邪

約
三
世
論
本
尊
邪

墹
体
宗
川
教
南
無
妙
法
辿
花
経
那

円
宗
本
聯
一
体
三
宝
邪

本
聴
具
十
界
｝
班

於
本
尊
具
能
開
所
開
事

於
本
尊
具
本
迩
蛎

「
私
新
抄
』
（
真
賦
）
に
関
す
る
党
杏
（
平
脇
盛
睡

（
第
二
紙
ヲ
）
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先
述
の
如
く
、
典
賊
脱
水
を
正
確
に
枢
写
す
る
こ
と
を
心
懸
け
た
承
師
が
、
第
流
帖
に
限
っ
て
Ⅱ
次
の
位
佃
を
意
図
的
に
改
変
し

た
と
は
お
よ
そ
考
え
難
い
。
或
い
は
択
あ
っ
て
も
し
そ
う
す
る
必
婆
が
あ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
承
師
は
そ
の
廿
を
波
肥
し
た
こ
と
で

あ
ろ
う
。
脱
文
な
ど
、
脱
水
の
内
容
が
不
間
然
と
思
わ
れ
た
と
こ
ろ
に
つ
い
て
旗
帥
は
、
「
脚
本
ノ
マ
、
」
な
ど
と
神
込
を
残
し
て

《
批
一

い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
そ
う
し
た
注
紀
が
な
い
と
な
れ
ば
、
こ
の
節
流
帖
の
Ⅱ
次
に
閲
し
て
も
前
記
錯
簡
の
州
案
と
何
様
、

妙
甥
顕
セ
リ
是
戒
塩
也
此
側
二
ン
γ
久
遠
釈
蝋
多
宝
大
日
ミ
タ
薬
師

‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
（
中
略
）
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‘
‐
‐
‐
‐
，

釈
瞭
、
咄
ノ
那
行
南
無
妙
維
シ
在
肚
滅
後
〃
一
切
衆
生
二
顕
鮴
二
勧
鹸
（
Ⅲ
ゥ
）

雌
邪
行
南
無
妙
法
雌
花
経
処
也
蜜
“
次
’
㈹

十
界
三
千
〃
依
正
一
ハ
如
此
一
万
法
惣
名
ノ
首
題
二
円
満
ン
診
十
界
悉
本
地
〃
（
第
三
紙
ヲ
）

‐
１
１
‐
‐
‐
‐
‐
（
中
略
）
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｉ
‐
，
‘
・
…
，
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
，
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
ｌ
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
，
‐
：
‐
‐
‘
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
‐
！
‐
‐
‐
‐
‐
‐
Ｉ
‐
‐
‘
‐
‐
‐
，

快
楽
自
在
也
善
悪
凡
聖
菩
薩
仏
一
切
不
出
法
性
正
指
実
祁
以
為
（
同
ゥ
）

正
体
騰
判
叉
此
意
排
へ
シ
然
二
廃
迩
顕
鵬
本
一
今
経
ノ
寿
鼠
品
乃
至
八
舳
二

現
前
シ
鯨
へ
り
如
此
本
騨
恥
爾
前
迩
門
分
絶
ァ
今
経
本
門
二
顕
鱈
へ
，

口
低
云
本
門
本
蝋
考
南
無
妙
経
妙
法
卜
者
五
爪
玄
々
々
々
将
棋
三

世
十
方
仏
菩
薩
一
切
衆
生
依
正
刀
法
一
依
正
ノ
万
法
雌
広
不
過

「
私
新
抄
』
（
典
賦
）
に
関
す
る
党
需
（
平
閥
盛
龍
）

十
界
当
体
本
蝋
ナ
ル
邪
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真
蹴
の
修
復
時
に
誤
っ
て
も
と
の
位
置
と
は
述
う
と
こ
ろ
に
綴
じ
ら
れ
て
し
ま
っ
た
可
能
性
が
き
わ
め
て
高
い
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

と
こ
ろ
で
、
も
う
一
つ
の
錯
簡
は
第
十
三
帖
に
あ
り
、
承
師
本
や
『
宗
全
」
本
を
も
と
に
真
蹟
を
検
し
た
と
こ
ろ
、
本
来
あ
る
べ

き
第
二
十
四
紙
と
第
二
十
五
紙
が
明
ら
か
に
入
れ
代
わ
っ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
『
宗
全
」
本
で
そ
の
錯
簡
の
様
子
を
示
せ
ば
、
第
八

巻
三
九
一
頁
六
行
目
の
「
内
証
次
第
○
」
（
典
餓
鯆
二
十
三
紙
）
の
下
に
、
三
九
二
頁
七
行
目
「
下
種
相
続
」
か
ら
三
九
三
頁
九
行
目

「
血
脈
上
行
」
ま
で
の
一
紙
（
第
二
十
五
紙
）
が
誤
っ
て
綴
じ
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
今
は
、
斌
玻
の
故
に
そ
れ
を

脂
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
）
に
記
し
た
。

雌
後
に
、
こ
の
た
び
の
捌
従
に
よ
っ
て
私
に
知
り
得
た
新
た
な
耶
実
と
、
そ
こ
か
ら
考
え
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
細
め
て
お
き
た

い
。
な
お
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
は
本
文
の
中
で
諭
及
し
た
こ
と
で
あ
る
が
、
註
の
中
で
簡
及
し
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
旨
を

１
．
本
抄
の
第
三
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
二
、
十
三
の
各
帖
で
、
目
次
が
書
か
れ
た
料
紙
の
右
蟠
中
程
に
や
や
小
さ
な
文
字
で

「
見
」
の
文
字
の
譜
込
が
確
認
さ
れ
る
。
（
註
６
）

２
、
本
抄
に
「
主
師
親
御
普
」
（
異
称
釈
尊
三
徳
抄
）
の
引
用
が
新
た
に
確
認
さ
れ
た
。

３
、
符
見
で
は
、
本
抄
真
蹟
に
は
脱
文
が
五
箇
所
確
認
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
当
該
筒
所
が
推
敲
の
途
中
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て

お
り
、
本
抄
が
草
稿
の
段
階
に
あ
っ
た
こ
と
を
裏
付
け
る
証
左
の
一
つ
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
但
し
、
草
稿
と
は
別
に
清

書
さ
れ
た
も
の
が
存
在
し
た
形
跡
は
な
く
、
ま
た
「
止
観
見
聞
」
に
本
抄
が
引
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
つ
ま
り
隆
師
自
身
が

四
、
お
わ
り
に

『
私
新
抄
」
（
真
餓
）
に
間
す
る
覚
書
（
平
島
盛
施
）
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７
、
私
見
で
は
、
本
抄
の
現
存
典
餓
に
は
錨
而
が
三
箇
所
確
鎚
さ
れ
る
。
そ
れ
ら
は
、
少
な
く
と
も
承
師
本
や
「
宗
全
」
が
底
本

（
錦
一

と
し
た
写
本
の
脈
本
が
作
成
さ
れ
た
時
に
は
な
か
っ
た
も
の
で
、
お
そ
ら
く
は
前
述
の
本
抄
修
復
時
の
も
の
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
、
本
抄
の
伝
来
に
か
か
わ
る
一
鯛
と
し
て
犯
し
慨
き
た
い
。

８
、
Ⅱ
化
帥
の
「
御
狸
数
Ｎ
録
」
に
よ
れ
ば
、
本
抄
の
写
本
に
は
稀
鯏
神
で
あ
る
広
本
（
十
尭
帖
本
）
の
ほ
か
に
略
本
（
二
巻

本
）
が
〃
在
し
、
古
来
よ
り
そ
の
剛
略
本
が
枢
写
さ
れ
世
間
に
流
伝
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
の
邪
拠
は
今
Ⅱ
ほ
と
ん
ど
知
ら

れ
て
い
な
い
こ
と
な
が
ら
、
そ
の
後
の
捌
従
に
よ
り
、
「
本
卿
寺
寺
宝
Ⅱ
録
』
（
二
十
瓦
典
）
に
肥
紋
す
る
「
私
新
紀
二

冊
」
が
、
そ
れ
の
一
本
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。
な
お
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
近
刊
の
『
興
隆
挙
林
紀
要
』
輔
二
十
妙
に
寄

稿
の
川
意
が
あ
る
。
（
縦
型
）

本
抄
を
一
つ
の
著
述
と
み
な
し
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
し
て
、
定
稿
に
ま
で
は
至
っ
て
い
な
い
も
の
の
、
本
抄
を
〃
草
稿
″

（
錘
）

と
み
な
す
こ
と
に
は
な
お
問
題
が
存
す
る
。

４
、
こ
の
た
び
調
査
対
象
と
な
っ
た
本
抄
を
は
じ
め
と
す
る
本
能
寺
格
護
の
御
聖
教
類
の
修
復
は
、
享
保
九
年
頃
に
本
能
寺
第
四

十
世
Ｈ
仁
師
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

５
、
承
師
本
は
真
餓
を
底
本
と
す
る
も
の
で
、
き
わ
め
て
粘
度
の
高
い
稀
削
普
で
あ
る
。

６
、
『
宗
全
」
が
底
本
と
し
た
詣
写
本
は
、
典
蹴
を
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
既
存
の
写
本
の
転
写
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
宗
全
」

「
私
新
抄
」
（
典
鮒
）
に
間
す
る
覚
評
（
平
鳥
盛
刷
）

（
註
犯
）
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（
９
）
『
本
能
寺
文
詳
・
什
宝
等
目
録
」
「
序
」
参
照

（
皿
）
私
は
紙
質
の
見
極
め
な
ど
に
つ
い
て
何
の
知
識
も
持
ち
合
わ
せ
て
い
な
い
全
く
の
素
人
な
が
ら
、
た
と
え
ば
『
私
新
抄
」
に
関
し
て

い
え
ば
、
裏
打
ち
に
使
わ
れ
た
料
紙
の
天
地
の
余
白
お
よ
び
各
帖
の
現
表
紙
と
本
文
の
間
に
は
さ
ま
れ
て
い
る
一
枚
の
白
紙
（
遊
紙
）
な

ど
か
ら
、
あ
る
程
度
の
紙
質
が
確
認
で
き
る
。
ま
た
原
本
が
大
き
く
破
損
し
て
い
る
『
他
宝
抄
」
等
で
は
、
逆
に
裏
打
ち
の
用
紙
が
ど
う

い
う
紙
質
の
も
の
か
が
見
て
と
れ
る
。

（
皿
）
但
し
、
「
強
仁
上
人
御
返
事
（
写
）
』
の
奥
書
に
は
「
享
保
十
年
乙
巳
年
十
一
月
十
七
日
」
と
あ
り
、
必
ず
し
も
同
時
に
修
復
が
な
さ

れ
た
と
い
う
こ
と
で
も
な
い
よ
う
で
あ
る
。

（
肥
）
日
顕
師
の
御
聖
教
修
復
事
業
に
つ
い
て
は
、
大
平
宏
龍
「
本
興
寺
二
十
八
世
Ⅱ
顕
上
人
の
御
聖
教
修
復
事
業
に
つ
い
て
」
（
「
宗
門
史

談
」
創
刊
号
所
収
、
昭
和
四
八
年
、
法
華
宗
宗
門
史
編
纂
委
員
会
）
に
詳
し
い
。

（
１
）
昭
和

（
２
）
「
桂
挫

（
３
）
「
桂
挫

（
４
）
「
與
睦

（
５
）
一
六

（
６
）
管
見

（
７
）
大
平

（
８
）
こ
の

て
い
る
。

（
９
）
『
本
雑

（
皿
）
私
は

い
え
ば
、

ど
か
ら
、

管
見

昭
和六

註

『
私
新
抄
」
（
真
蹟
）
に
関
す
る
覚
書
（
平
島
盛
龍
）

で
は
、
第
三
、
七
、
八
、
九
、
十
、
十
二
、
十
三
の
各
帖
に
「
見
」
の
文
字
が
確
認
さ
れ
る
。

大
平
宏
龍
弓
私
新
抄
』
新
考
」
今
興
隆
学
林
紀
要
」
第
一
三
号
所
収
）

こ
の
点
、
大
本
山
本
興
寺
錐
二
十
八
世
日
顕
師
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ
た
同
寺
格
護
の
御
聖
教
に
は
末
尾
に
修
復
の
日
付
等
が
識
き
れ

六
二
年
二
月
、
法
華
宗
大
本
山
本
能
寺
発
行

「
桂
林
学
叢
』
第
四
号
所
収
（
昭
和
三
八
年
五
月
、
法
華
宗
宗
務
院
発
行
）

「
桂
林
学
叢
』
第
一
四
号
所
収
（
平
成
元
年
三
月
、
法
華
宗
宗
務
院
発
行
）

「
興
隆
学
林
紀
要
』
第
一
二
号
所
収
（
平
成
二
五
年
三
月
、
学
校
法
人
法
華
学
園
・
興
隆
学
林
専
門
学
校
発
行
）

頁
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（
旧
）
『
宗
全
」
本
が
底
本
と
し
た
本
能
寺
蔵
写
本
や
光
長
寺
蔵
写
本
に
関
し
て
は
未
調
査
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
「
宗
全
」
本
に
は
真

餓
原
本
の
注
記
が
そ
の
通
り
評
か
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
故
、
当
該
箇
所
の
場
合
、
底
本
と
し
た
写
本
に
注
記
が
な
か
っ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
よ
う
。
な
お
、
「
宗
全
」
本
の
底
本
に
つ
い
て
は
注
（
聖
参
照
。

（
鋤
）
「
椎
林
学
斑
」
鋪
九
号
所
収
（
川
棚
耐
一
年
七
″
）

（
別
）
大
平
宏
肌
「
「
本
騨
抄
」
と
『
小
飛
小
仏
典
文
筐
〈
付
腿
〉
参
蝋
（
大
平
宏
脳
『
Ⅱ
迦
遺
文
の
思
想
的
研
究
」
所
収
、
令
馴
川
年
、
東

方
川
版
）
。
な
お
、
前
掲
弓
私
新
抄
』
新
孝
」
（
平
成
二
流
年
三
″
）
に
本
抄
所
引
の
御
井
を
列
準
す
る
が
、
「
主
師
親
御
許
」
（
釈
騨
三

（
肥
）
立
正
大
学
日
蓮
教
学
研
究
所
編
纂
「
昭
和
定
本
日
蓮
聖
人
遺
文
」
四
五
頁
（
昭
和
五
一
年
一
○
月
第
四
刷
、
総
本
山
身
延
山
久
遠
寺

（
脇
）
「
向
山
雁
柵
（
Ⅱ
心
本
）
」
会
本
能
が
史
料
古
妃
鰍
絹
」
江
八
八
～
瓦
八
九
頁
、
平
成
一
川
年
、
思
文
Ⅲ
出
版
）
に
は
、
Ⅱ
猟
師
に

よ
る
御
聰
教
修
似
珈
粟
を
大
き
く
取
り
上
げ
て
い
る
。
他
方
、
Ⅱ
仁
師
に
つ
い
て
は
細
革
横
林
の
能
化
で
あ
っ
た
こ
と
や
享
保
九
年
の
本

能
寺
本
蛍
大
修
復
の
こ
と
は
紹
介
す
る
が
、
御
聖
教
熱
の
修
似
に
つ
い
て
は
記
録
が
な
い
（
何
五
九
八
頁
）
。

（
Ｍ
）
但
し
、
本
抄
の
転
写
は
承
師
一
人
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
承
師
を
含
む
複
数
人
の
作
業
で
あ
っ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
な
お
、

承
師
の
飛
跡
に
関
し
て
は
株
橋
祐
史
所
長
先
生
の
御
教
示
を
頂
戴
し
た
。

（
塑
そ
の
他
、
「
穣
土
」
↓
「
ヱ
上
」
、
「
提
婆
」
↓
「
提
八
」
、
「
秘
密
」
↓
「
上
密
」
、
「
陀
羅
尼
」
↓
「
タ
ラ
一
こ
、
「
遮
那
」
↓
「
サ
ナ
」
、

「
修
多
羅
」
↓
「
ス
タ
ラ
」
、
「
可
秘
之
」
↓
「
可
上
之
」
等
。
承
師
本
は
こ
れ
ら
を
ほ
ぼ
正
確
に
転
写
し
て
い
る
。
他
方
、
「
宗
全
」
本
で

は
す
べ
て
漢
字
炎
記
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
本
抄
中
、
「
弥
勒
」
の
漢
字
表
記
は
第
九
帖
第
十
四
紙
に
一
回
だ
け
使
用
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
、
承
師
本
は
こ
れ
も
脈
本
に
忠
拠
に
娠
浮
し
て
い
る
。
如
上
以
て
承
師
本
の
柵
庇
の
商
さ
を
知
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
崎
）
立
服
大
学
Ⅲ
通
教
学
研
究
所
細
募
而
遡
求
求
学
全
符
」
鋪
八
巻
所
収
（
昭
和
四
三
年
三
川
鋪
二
版
、
山
肖
〃
仏
神
林
発
行
）

（
Ⅳ
）
鋪
一
帖
鋪
六
紙
。
ち
な
み
に
典
賦
全
体
を
皿
し
て
「
機
上
」
の
炎
記
は
一
簡
所
で
あ
り
、
そ
の
他
は
す
べ
て
「
ヱ
土
」
と
な
っ
て
い

発
行
、
以
下
『
定
本
遺
文
」
）

る
0

「
私
新
抄
」
（
真
踊
）
に
関
す
る
覚
番
（
平
島
盛
龍
）
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徳
抄
）
は
あ
げ
ら
れ
て
い
な
い
。

（
魂
）
『
宗
全
」
第
八
巻
の
「
例
・
副
」
に
は
、
翻
刻
に
使
用
し
た
底
本
に
関
し
次
の
記
述
が
見
ら
れ
る
。

私
新
抄
正
本
は
京
都
本
能
寺
に
在
り
、
而
も
門
外
不
出
の
山
規
あ
る
を
以
て
親
し
く
正
本
対
照
の
便
を
得
す
。
乃
ち
正
本
と
対
照

を
経
た
り
と
称
し
同
山
よ
り
提
供
せ
ら
れ
た
る
古
写
本
並
に
岡
宮
光
長
寺
五
十
六
世
日
諒
師
の
謄
写
に
係
る
写
本
そ
の
他
古
今
の

写
本
三
秘
を
対
照
し
て
此
稿
を
定
む
。

こ
の
例
誌
に
よ
る
と
、
本
能
寺
格
渡
の
典
踊
が
門
外
不
出
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
代
わ
り
に
同
寺
か
ら
提
供
さ
れ
た
古
写
本
（
「
本
能
寺
文

神
・
什
宝
群
Ⅲ
録
」
鐙
疏
冊
叶
九
九
の
写
本
か
）
と
、
光
腿
が
鯆
菰
十
六
世
Ⅱ
掠
師
二
八
兀
派
～
一
九
一
六
）
の
が
本
（
た
だ
し
、

「
光
父
寺
寺
賓
典
」
〈
平
成
二
七
年
四
月
、
大
本
山
光
促
寺
発
行
〉
に
同
写
本
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
）
お
よ
び
そ
の
他
の
写
本
望
柵
を
対

蝿
し
て
定
稿
と
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
刊
本
か
ら
う
か
が
え
る
翻
刻
の
粘
度
か
ら
し
て
、
そ
れ
ら
の
底
本
は
お
そ

ら
く
は
既
存
の
写
本
の
転
写
本
で
あ
る
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。
も
っ
と
も
、
真
蹟
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
極
め
て
困
難
な
当
時
の
状
況
か
ら

し
て
、
翻
刻
の
桁
度
に
問
題
が
あ
る
の
も
致
し
方
な
い
こ
と
と
い
え
よ
う
。
他
方
、
承
師
本
は
真
肢
を
底
本
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
写
本

と
し
て
の
価
値
は
他
に
類
を
み
な
い
も
の
と
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
な
お
日
に
師
の
「
目
録
』
に
、

此
ノ
十
三
帖
之
広
本
之
写
本
ハ
希
レ
也
当
寺
二
此
ノ
写
本
有
り
叩
そ
一
二
三
ノ
向
巻
不
足
也
惜
仙
依
け
之
何
レ
ノ
人
ノ
飛
卜
云
曳
通
不
し
知
し
後
代

述
飛
之
師
可
し
打
溌
足
〃
将
也
急
務
繁
多
二
ン
ナ
不
し
述
・
此
志
ヴ
而
巳
古
来
遡
り
二
巻
ノ
略
本
之
私
斬
抄
多
ヶ
流
伝
ス
忠
也
予
取
持
廼
二
巻
也

此
ハ
承
師
ノ
略
本
欺
尼
崎
ノ
本
碓
巻
数
不
叶
多
党
ク
リ
尚
ヲ
旧
年
ノ
曳
難
峰
計
り
可
有
考
勘
也
後
Ⅲ
云
勧
或
人
一
令
峰
寄
附
不
足
之
両

巻
↓
全
部
成
・
シ
恥
ヌ

と
あ
る
如
く
、
本
抄
の
君

と
あ
る
如
く
、
本
抄
の
写
本
に
は
稀
瀕
本
で
あ
る
広
本
（
十
三
帖
本
）
の
ほ
か
に
古
来
よ
り
多
く
世
間
に
流
伝
す
る
略
本
（
二
巻
本
）
が

存
在
し
て
い
た
と
い
う
。
そ
こ
で
本
能
寺
に
伝
わ
る
写
本
に
関
し
て
は
第
十
二
・
十
三
帖
が
欠
本
の
た
め
筆
者
も
不
明
で
あ
っ
た
が
、
後

に
「
或
人
」
の
寄
進
で
全
帖
が
整
足
し
た
と
い
う
。
「
宗
全
」
が
底
本
と
し
た
の
は
恐
ら
く
こ
の
写
本
で
あ
っ
た
と
推
察
さ
れ
る
。

な
お
特
紀
す
べ
き
こ
と
は
、
Ⅱ
仁
師
も
所
持
し
て
い
た
「
承
師
ノ
略
本
歎
」
（
二
巻
本
）
と
推
測
さ
れ
て
い
る
剛
略
本
に
つ
い
て
で
あ
り
、

「
私
断
抄
」
（
真
餓
）
に
側
す
る
党
番
（
平
島
盛
髄
）
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後
側
（
令
和
四
年
二
月
二
八
日
）
調
査
の
結
果
、
「
本
興
寺
寺
宝
目
録
」
（
二
五
頁
）
に
「
泓
新
記
二
冊
」
と
あ
る
の
が
、
そ
れ
の
一

本
で
あ
る
こ
と
が
新
た
に
判
明
し
た
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
柵
を
改
め
て
報
告
す
る
予
定
で
あ
る
が
、
原
本
の
撰
肴
が
承
師
で
あ
っ
た
か
ど

う
か
は
今
の
と
こ
ろ
予
断
を
僻
さ
な
い
。

（
銅
）
大
平
宏
剛
「
「
私
新
抄
」
新
考
」
（
「
興
隆
学
林
紀
要
」
第
一
三
号
所
収
）

（
型
）
本
稿
が
取
り
上
げ
た
と
こ
ろ
以
外
で
は
、
第
二
帖
第
三
十
三
紙
、
第
五
帖
第
八
紙
、
第
六
帖
下
第
十
一
紙
等
に
も
脱
文
が
確
認
さ
れ

る
。
な
お
、
館
五
帖
第
八
紙
に
は
法
硴
経
と
釈
尊
・
地
測
と
の
能
所
の
関
係
を
鐙
じ
た
あ
と
に
「
通
師
云
」
と
あ
っ
て
そ
の
続
き
が
脱
文

と
な
っ
て
い
る
が
、
水
師
本
は
当
按
簡
所
に
「
御
本
ノ
マ
、
」
と
注
肥
し
て
い
る
。
ま
た
、
「
求
全
」
本
は
符
弧
注
に
脱
文
で
あ
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
、

（
弱
）
但
し

（
猫
）
夛
変

（
幻
）
大
平

（
躯
）
こ
れ

内
第
五
」

（
鋤
）
「
宗
今

見
え
る
。

但
し

（
鉤
）
こ
の
紙
数
は
真
蹟
と
の
対
照
の
便
を
考
噸
し
、
承
師
本
第
五
帖
に
関
し
て
仮
に
付
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
草
稿
で
あ
っ
た
た
め

か
真
顔
の
目
次
は
整
然
と
並
ん
で
い
な
い
と
こ
ろ
、
承
師
は
本
文
を
参
考
に
こ
れ
の
順
序
を
整
え
て
い
る
。

（
制
）
雌
（
別
）
。
な
お
、
第
五
帖
お
よ
び
「
御
本
ノ
マ
、
」
の
注
紀
が
承
師
の
縦
跡
で
あ
る
時
、
株
橘
所
催
先
生
の
御
牧
示
を
耐
放
し
た
。

（
聾
こ
の
点
、
大
平
宏
脳
。
私
新
抄
」
新
考
」
に
群
細
な
検
討
が
な
き
れ
て
い
る
。

（
翌
本
興
寺
第
二
十
八
世
日
顕
師
は
、
同
寺
に
伝
わ
る
御
聖
教
修
後
を
発
願
し
た
経
緯
に
つ
い
て
、

を
指
摘
し
て
い
る
。

『
泓
箭
抄
」
（
典
賊
）
に
関
す
る
他
神
（
ｆ
胤
盛
肌
）

、
承
師
本
は
見
せ
油
ち
ま
で
を
も
転
写
す
る
も
の
で
は
な
い
。

「
宗
金
」
鋪
八
巻
五
十
七
、
五
十
九
頁

大
平
宏
剛
弓
私
新
抄
」
新
考
」
縦
（
叩
）

こ
れ
は
承
師
本
と
の
対
照
の
便
を
考
哩
し
仮
に
付
し
た
紙
数
で
あ
る
。
以
下
同
。
典
蹴
は
表
紙
の
あ
と
に
白
紙
の
一
紙
と
「
十
三
帖

矩
五
」
と
他
兼
で
書
か
れ
た
一
紙
が
置
か
れ
て
い
る
故
、
実
際
は
第
三
紙
目
と
な
る
。

「
宗
全
」
鋪
八
巻
の
「
例
●
舎
旦
に
ヨ
、
Ⅱ
次
は
脱
水
娠
巻
の
初
め
に
在
り
、
今
索
引
の
便
を
緋
り
之
を
一
括
し
て
巻
前
に
側
く
」
と
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〈
付
記
〉

本
穂
は
、
令
和
凹
年
九
川
八
Ⅱ
に
法
鱗
求
敬
学
研
究
所
総
会
で
発
炎
し
た
内
容
を
袖
灯
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
た
び
の
調
在
に
際
し
御
聖
牧
閲
覧
の
許
可
を
下
さ
っ
た
大
本
山
本
能
寺
御
賞
前
桃
井
剛
英
税
下
に
対
し
終
深
の
謝
愈
を
表
し
ま
す
。
ま

た
、
本
稿
に
写
真
を
掲
栽
す
る
こ
と
に
つ
き
御
当
局
の
許
可
を
頂
戴
で
き
た
。
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

教
学
研
究
所
前
所
長
大
平
宏
龍
先
生
よ
り
は
、
錯
簡
の
扱
い
等
に
つ
き
貨
亜
な
御
助
言
を
頂
戴
し
た
。
ま
た
、
現
所
長
株
橋
祐
史
先
生
に
は

承
師
写
本
の
飛
跡
に
関
し
懇
切
に
御
教
示
を
頂
い
た
。
記
し
て
御
礼
を
巾
し
上
げ
ま
す
。

も
で
き
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

隆
師
御
聖
教
巻
部
為
雑
乱
統
Ｈ
為
離
倣
成
一
紙
二
紙
竿
依
之
悲
歎
余
子
身
心
依
塔
剛
衆
徒
学
室
佃
侶
之
助
力
統
於
差
脱
之
紙
軸
分

於
混
部
峡
改
御
真
筆
与
代
筆
令
校
合
之
且
亦
依
跨
本
末
僧
檀
之
助
成
令
裏
打
修
覆
之
為
後
代
目
録
一
帖
械
世
之
耳
至
邇
代
無
散
失

可
被
相
勤
者
也
願
主
日
顕
」
（
「
四
帖
抄
」
第
四
奥
書
、
「
法
兼
宗
全
評
日
隆
１
」
五
三
一
～
五
三
二
頁
）

と
織
し
て
い
る
。
こ
れ
は
将
に
巻
子
本
の
保
〃
状
態
を
示
す
内
容
の
よ
う
で
あ
る
が
、
綴
本
に
関
し
て
も
綴
じ
糸
が
切
れ
る
等
の
耶
怖
に
よ

り
各
帖
が
雑
乱
し
た
状
態
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
る
。
こ
の
点
、
前
掲
大
平
宏
肥
「
本
卿
寺
二
十
八
趾
Ⅱ
猟
上
人
の
御
偲
放
修
復
耶
梁

に
つ
い
て
」
註
（
５
）
に
は
、
傭
隆
日
秀
師
の
「
両
山
雌
諮
番
写
継
柵
」
を
引
き
、
綴
本
が
そ
う
し
た
状
況
に
あ
っ
た
こ
と
を
靴
介
し
て
い

る
。
そ
う
す
る
と
、
本
能
寺
に
伝
わ
る
本
抄
に
関
し
て
も
同
様
に
経
年
に
よ
る
揃
み
が
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
か
ら
、
修
復
以
前
に
す
で
に
錨
簡

が
あ
っ
た
こ
と
も
可
能
性
と
し
て
は
考
え
ら
れ
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
う
し
た
記
録
は
ど
こ
に
も
残
さ
れ
て
い
な
い
し
、
か
り
に
そ
う

で
あ
っ
た
と
し
て
も
Ⅱ
瀕
師
の
場
合
と
同
嫌
、
修
復
時
に
本
能
寺
に
伝
わ
る
写
本
と
校
合
す
る
こ
と
で
錯
簡
を
訂
し
正
し
く
製
本
す
る
こ
と

〈
キ
ー
ワ
ー
ド
〉
私
新
抄
御
聖
教
修
復
承
師
本
脱
文
錨
簡

「
胤
斬
抄
」
（
典
鮒
）
に
側
す
る
党
沸
（
平
川
盛
刷
）

－(鴻一


